









































































































































































































































































































本稿は,周川学院短期大学 兇S教育学科 しゅくたん 
広場主任と担3者である笨者らが「全国保育七養成協議 
会第50回研究大会」(2011年9月9 ロ)において発表し 
た内容をもとに加笨修正したものである。
最後になりましたが,しゅくたん広場における日々の活 
動や種々の講麼開催等を通して、常に本学らしいおだや 
かな空気感を保ってくれている保育アドバイザー源田 
佳代■森岡望■新山女里)の先生方にiOl致します。
4.今後の課題
母親だけでなく、その家族を地城が見守り子育てを支 
えていくこと,また、一人一人の思いを大切にして向き 
合っていくこと,そこから父親が黎加できる講座を試ft 
し、また心理治療の技法を敗り入れた讲座を開催してい 
る。さらに,こういった体験の中から,支援されてきた 
人が支援する#へと育っていけるような摘渡しの役割を、 
教育の場である大学における子育て支援の役割の1っと 
して考えていきたい n
<ピアスーパーパイザーからのコメント> 
本報告でiiw子-育て支援/u—ムrしゅくたん広場」で 
新たに開搆された2つの講座の実践例により、大学｛こお 
ける子育て支援の可能性が述べられているc各体験講座 
の搭子の詳しく具_ な説明により、これらの実践が「支 
援されてきた人が支援する者へと育つ為の橋渡しのよう 
な役割」となっていることが理解できる。今後も「しゅ 
くたん広場」が利用者のみならず保育#を目指す学生、 
また学生を指導する教flにとっても「支援についての学 
びを深める場Jとして、更に発展してゆくことを期待す 
る。
(担当\児廬教育学科 林 有紀)
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